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◆購読の方法

　80円切手と封筒（※宛先に送付先の郵便

番号・住所・氏名を必ず記載してくださ

い。）を送付希望分同封し、上記ビジター

センターまでご郵送下さい｡

高尾山4コマ漫画その14

解説員アラツの挑戦！
ビジターセンターの生き仏？の巻あまりにも人間的の巻
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サクラは生き物たちの命をつないでいるのです

桜餅を包む葉・工芸品・木材の原料

人間も花見や食べ物、工芸や木材など、様々な目的でサクラを利用

しています。
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(Ａ)カンヒザクラ(寒緋桜)３月下旬

　鮮紅紫色の半開きの花が下向きに

咲きます。沖縄の桜として、しばし

ば話題になります。
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　鮮紅紫色の半開きの花が下向きに

咲きます。沖縄の桜として、しばし

ば話題になります。

(Ａ)エドヒガン(江戸彼岸)４月上旬

 花の萼筒が丸く膨らむのが特徴で

す。名前は江戸に多く植えられ、春

の彼岸の頃に開花したことから。
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 花の萼筒が丸く膨らむのが特徴で

す。名前は江戸に多く植えられ、春

の彼岸の頃に開花したことから。

(Ｂ)ヤマザクラ（山桜）４月中旬

　高尾山では最もよく見られるサク

ラです。古くは桜と言えば、本種を

指しました。
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ラです。古くは桜と言えば、本種を

指しました。

(Ｂ)オオシマザクラ(大島桜)４月中旬

　桜餅などを包む葉は、本種の葉を

塩漬けにしたものです。花は白色で、

ヤマザクラよりやや大振りです。
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ヤマザクラよりやや大振りです。

(Ｂ)カスミザクラ(霞桜)４月中旬

　花咲く姿は春霞のよう。ヤマザク

ラやオオシマザクラと比べ、本種は

花柄・葉柄が有毛のものが多いです。
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花柄・葉柄が有毛のものが多いです。

(Ｃ)ウワミズザクラ(上溝桜)４月下旬

　ウワミズザクラの仲間は、試験管

ブラシのような白い花穂をつけるの

が特徴です。
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が特徴です。

(Ｃ)イヌザクラ(犬桜)４月下旬

　ウワミズザクラ同様、ブラシ状の花

が咲きます。花の１つ１つの密度はウ

ワミズザクラよりやや粗くなります。
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(Ａ)ソメイヨシノ(染井吉野)４月中旬

 エドヒガンとオオシマザクラの交配

種です。江戸時代末頃に染井村（東京

都豊島区付近）で育成されました。
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(Ａ)シダレザクラ(枝垂桜)４月中旬

　エドヒガンの園芸種で枝がしだれ

る種類を言います。ソメイヨシノと

は一味違った風情があります。
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る種類を言います。ソメイヨシノと

は一味違った風情があります。

(Ａ)ジュウガツザクラ(十月桜)

　春(３月下旬)と秋(11月頃)に開花

する二期咲きのサクラです。花は小

振りの八重咲きで可愛いらしいです。
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(Ｂ)カワヅザクラ(河津桜)３月下旬

　カンヒザクラを片親とする自然交

配種とされています。名前は静岡県

河津町で発見されたことから。

(Ｂ)カワヅザクラ(河津桜)３月下旬

　カンヒザクラを片親とする自然交

配種とされています。名前は静岡県

河津町で発見されたことから。

サトザクラ(里桜)

　主にオオシマザクラをもとに開発

された園芸種の総称を言います。開

花時期などは品種により様々です。

サトザクラ(里桜)

　主にオオシマザクラをもとに開発

された園芸種の総称を言います。開

花時期などは品種により様々です。
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高尾山自然研究路情報
今回のテーマは「桜」。

一言に桜といっても、種類によってその姿は少しずつ異なります。区別がな

かなか難しいものもありますが、見分けがついてくると、今までとはまた一

味違った桜の楽しみ方ができますよ！

カンヒザクラ

エドヒガン

ヤマザクラ

オオシマザクラ

カスミザクラ

ウワミズザクラ

イヌザクラ

ソメイヨシノ

シダレザクラ

ジュウガツザクラ

カワヅザクラ

サトザクラ

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

山麓（高尾山口駅
・清滝駅周辺）

ケーブルカー
・リフト沿い

金比羅台
こんぴらだい 高尾山駅・

山上駅周辺
薬王院 山頂～

小仏城山

◆桜を見るならどのコース？

　１号路が桜の種類が多くおすすめです。道幅が広いので、

お花見で混雑する時期も比較的自分のペースで歩けます。

　また、稲荷山コースと山頂～小仏城山の登山道でも桜の

姿が楽しめます。両ルートとも山道なので、山の装備をし

っかり準備しましょう。

　なお、桜は踏圧に弱い植物です。根元の土をあまり踏み

固めないように気をつけたいものです。

いなりやま　　　　　　　　　　　こぼとけしろやま

　　　とうあつ

◆探してみよう！高尾山のサクラ 区別のポイントは、開花時期や咲き方・色・形などです。開花の特徴

には、種類によって、主に（Ａ）花が先に咲く（Ｂ）花と葉がほぼ同時に出る（Ｃ）葉が出た後に花が咲くの３

つがあります。

◆１号路で見られる主なサクラ


